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令和４年度令和４年度

「「掛川市議会 議会報告会掛川市議会 議会報告会」」

～～よりより市民に開かれた議会を目指して～市民に開かれた議会を目指して～

　議会報告会は、新型コロナウイルスによる影響で３年ぶりの会場開催となりました。今年
度は感染症拡大の懸念もあり、通常の９会場から４会場へと縮小し、区長会及び役員を中心
とした 175 人の皆さんにご来場をいただきました。ご参加いただいた皆さん、WEBで動
画をご視聴いただいた皆さんに感謝を申し上げます。

多くの皆さんのご視聴・ご意見 ありがとうございました

※たくさんのアンケートをいただきました。要約して掲載します。

●今日のような試みは良いと感じました。続けてください。

●意見を聞くのであれば、資料の事前配付が原則。配付ができないのであれば、何を報告
するのかくらいは説明してほしい。

●どのテーマについても、市民それぞれが自分ごととして感じてもらうことが大事だと
思う。市民を含めて全体で盛り上げていってほしい。

●もう少し早い時期にワークショップ形式で、テーマ毎の意見交換会を行うべきと思う。

●行政からの依頼事項が多いので、区長への出席依頼は考えてほしい。

全般的な感想や議会に関するご意見、ご要望について全般的な感想や議会に関するご意見、ご要望について全般的な感想や議会に関するご意見、ご要望について

茶のみやきんじろう © 掛川市

議会報告会の様子
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※３常任委員会の発表内容は４ページ～５ページをご覧ください。

議会報告会の動画は、引き続き議会報告会の動画は、引き続き
視聴できますので、ぜひご覧ください。視聴できますので、ぜひご覧ください。

視聴はこちら ➡
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●問題・課題が多い中、重要課題から一つ一つ早急に進めていただきたい。

●自治区の最大のネックは、自治会役員・就業年齢の高齢化などがあるが、働きながら
でも役員ができる体制が必要ではないか。

●外国人には、生活に支障をきたさないように日本語習得支援が重要。

●人口を維持していくために外国人、移住者施策も必要だが、子育てしやすい社会を
つくることを目指すべきだ。

総務委員会

テーマ 市の持続的な成長のために

●「もったいナイン（9）の日」は良いアイデアだと思う。しっかりとPRしてください。
●「もったいない」はお年寄りには受けが良さそうではあるが、若者受けしない気がする。
もう少し若者受けするスマートな標語を。

●カーボンニュートラルは世界的な問題であり、いくつかの具体案は存在するため、
早急に実施することが重要。

●火力発電に代わる風力や太陽光発電をどのように推進していくのかを、原子力発電の
是非も含めて検討していただきたい。

環境産業委員会

テーマ 掛川市のカーボンニュートラルに向けた意識改革

●再編は、地元の理解のもと実施することが絶対条件。

●学校再編は自ずとその必要性が高い地域から声が上がってくるので、そうでない所は
拙速に行政主導で進めるべきではない。

●学校再編にあたり掛川市以外の先進地の取り組みを調査し、本市の再編を考えるやり
方は、議会の役割を果たしている。

●子どもたちとの意見交換会を行ってはどうかと考える。

文教厚生委員会

テーマ 新しい学校施設の在り方について
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常任委員会 調査研究報告常任委員会 調査研究報告
～市民の皆さんのご意見を踏まえ活発な議論～

年間テーマ

調査研究報告
❶持続可能な市民生活に根付いた、行政と地域社
会の関係性の在り方を明確にすること。

❷移住定住者支援策の今以上の充実を図るととも
に、外国人居住者に対して、専用窓口を創設し、
外国人居住者や自治会への支援につなぐこと。

❸障がい者や LGBTQ（性的少数者）など多様性へ
の理解を深め、地域社会への啓発と、実情に合
わせた支援策を行うこと。

❹掛川市の成長のため、市が所有・管理する空き
施設や土地の活用、売却は、各地区の将来発展
を考え、市民目線に立ち有効活用していくこと。

市の持続的な成長のために

　掛川市の持続的な発展のためには、多様な市民が共生し、一人ひとりが充実
した生活をしていくことが重要です。有効的な政策提言となるようにまとめてま
いります。

ま
と
め

委員長   寺 田幸弘総務委員会総務委員会

　各委員会、研究テーマを定め、これまで積極的に調査研究を重ねてきました。
また、議会報告会により、調査内容を市民の皆さんにお示しし、アンケート（２
ページ～3ページ掲載）でご意見をいただきました。これらのご意見を踏まえ、
さらに調査研究を重ね、市長への政策提言につなげていきます。
※各委員会の議会報告会の資料は、二次元コードからご覧いただけます。

テーマについて協議会で議論
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年間テーマ

年間テーマ

調査研究報告
❶中小企業振興条例に環境配慮を重んじた内容を
追加・見直しをすること。

❷産業振興の部門で脱炭素の取り組み経費も含め
て、産業部門が温室効果ガス対策に取り組む
こと。

❸家庭で廃棄する手つかず食品や食べ残しを記録
する日記など、アプリ等を活用して「見える化」
し意識を高めること。

❹食品ロス削減に向けて、行動を起こすきっかけ
づくりとする日を制定して、自分ごと化すること。

環境産業委員会環境産業委員会

新しい学校施設の在り方について

掛川市のカーボンニュートラルに向けた意識改革

調査研究報告
❶学校再編計画の実施計画を進めていくには、地元合意が
必須であり、地元合意が無ければ進めるべきではない。
❷複合施設化により地域住民が学校と交流しやすい環境を
整えることも選択肢として重要である。
❸校舎の老朽化や適正規模を踏まえながら小中一貫校を新
設し、将来的な生徒数の減少に応じて統合していく方法
も検討に値する。
❹小中一貫校の形態として施設一体型か施設分離型かは
しっかりとした検証が必要であり、メリット・デメリットを
理解できるよう努めるべきである。
❺天浜線や既存バスなどの活用を十分に検討し、市内で不
公平感のない計画となることが大切である。

　アンケート結果から、まだまだ市民の皆さんの学校再編計画への理解が十分
でないことがわかりました。皆さんと一緒になって掛川市の子どもたちの将来
を考えていけるよう進めてまいります。

ま
と
め

　市民の皆さんから、個人個人が何をすべきか、具体的な提案事例を示すよう課
題をいただきましたので、「自分ごと化」して、行動を起こし、無意識層にも浸透
できるような協議を深めてまいります。

ま
と
め

委員長   藤 原正光

委員長  嶺 岡慎悟文教厚生委員会文教厚生委員会

磐田市のながふじ学府一体校を視察

吉田町のヤマザキグループ総合研究所を視察
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11月臨時会11月臨時会　補正予算等の審議内容補正予算等の審議内容
控訴の提起

専決処分の承認【令和4年度一般会計補正予算（第7号）及び
簡易水道事業会計補正予算（第1号）】

　平成30 年 3月、市が家代の里地内緑地を誤って売却した問題で、損害賠償を求めて争わ
れている裁判の判決が、10月27日に静岡地方裁判所でありました。判決に対して市は、内
容の一部を不服として、控訴の提起をすることについて議決を求め、臨時議会を招集しました。

11月臨時会における審議結果一覧11月臨時会における審議結果一覧11月臨時会における審議結果一覧11月臨時会における審議結果一覧11月臨時会における審議結果一覧11月臨時会における審議結果一覧

予 算 令和４年度掛川市一般会計補正予算（第８号）について

■全会一致で可決・承認

その他

控訴の提起について

専決処分の承認を求めることについて【令和４年度掛川市一般会計補正予算（第７号）について】
台風15号に伴う災害復旧関連事業費について、早期の対応を図るため、専決処分したもの

専決処分の承認を求めることについて【令和４年度掛川市簡易水道事業会計補正予算（第１号）
について】
台風15号に伴い被災した、泉簡易水道及び大和田簡易水道の配水管及び導水管の修繕等を実施するため、専決
処分したもの

第一審の損害賠償額 （3,537万9,719円）
が増える可能性はないのか。
金額が下がるように控訴したい。

・庁内でよく協議し、市の主張が認められる
よう最善の策をとること。
・今後も市民の信頼回復に努めてほしい。

QQQ

AAA

令和4年度一般会計補正予算（第8号）の概要

補 正 額 144万円 （弁護士費用として）

9億3,021万円 （国・県支出金と市の基金から
の繰り入れ4億 726万円）

補 正 額一般会計

　台風15号による災害の早期復旧のため、公共施設や道路河川等のインフラの復旧工事、
災害廃棄物処理など、市が行った補正予算の専決処分を承認

478万円補 正 額簡易水道事業会計

主な質疑 主な意見
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11月定例会　補正予算等の審議内容11月定例会　補正予算等の審議内容
令和4年度一般会計補正予算（第９号・第１０号・第11号）の概要

マイナポイント申込窓口の利用人数を伺う。
３～10月末までの利用者数が16,385人、
対応件数が 34,495 件で、そのうちポイ
ントに関するものが11,960 件です。

QQQ

AAA

DX推進計画推進費 DX推進計画推進費 増増                  155万円155万円
　マイナポイント第２弾の対象となるマイナンバ
ーカードの申請期限が延長されたことなどに対応
するため、マイナポイント申込等支援を行う窓口
の委託料

主な質疑

母子保健事業費 母子保健事業費 増増     1億 ６０6万円     1億 ６０6万円
　令和４年４月以降に出産された方を対象に、計
10万円を交付する出産・子育て応援交付金事業
を実施するための費用

対象者の交付基準及び期間について伺う。
妊娠届け出時には妊婦に対して、出生届
け出時には出生児に対して交付され、期
間は令和４年４月１日から令和５年3月31
日までですが、国が事業の継続を検討し
ています。

QQQ

AAA

主な質疑

静岡市から受け入れ要請のあった災害発
生土の土質と量を伺う。
防潮堤整備に活用可能な土質で 6万立
米、200メートル分になります。

QQQ

AAA

主な質疑海岸防災林整備事業費 海岸防災林整備事業費 増増 5,200万円 5,200万円
　静岡市から、台風による災害で発生した土砂の受
け入れ（無償）要請があったことに伴い、防潮堤整備
に活用し、事業の促進を図るための整備工事費用

物価高騰対策市民生活等支援事業費 物価高騰対策市民生活等支援事業費 
追加追加             　　　 １億2,570万円             　　　 １億2,570万円
　掛川市内の全世帯・事業者に対する水道基本料金１
期（２か月）分の減免及び水道の供給を受けていない
世帯などに対する減免相当額の支援を実施する費用

給水契約をしていない世帯を対象とする
理由を伺う。
コロナ感染症及び物価高騰の影響を受けた
市民に対する支援をすることが目的です。

QQQ

AAA

主な質疑

中学校施設補修費 中学校施設補修費 増増            2,329万円2,329万円
　新年度の学級編成における学級増への対応及び
通常学級に在籍する発達や言語に障がいのある子
どもの特性に合わせた個別の指導を、小学校から
引き続き行えるよう、西中学校へ通級指導教室を
新設するための工事費用

主な質疑
学級数の増加により、新年度、プレハブ
の設置などが必要な学校はないか。
教室数については、現時点では収まってい
ますが、限界の状態です。

QQQ

AAA

　第９号は、物価高騰対策が主なもので、新たに市民生活等支援事業費、輸送事業維持確保
支援金などが追加されました。第10 号は、エネルギー価格高騰に伴う公共施設の光熱費、ふ
るさと納税推進費などが補正されました。第11号は、出産・子育て応援交付金の交付に伴い、
母子保健事業費が増額されました。

補 正 額

補正後の予算額
（第9号）2億4,741万円　（第10号）6億 586万円　（第11号）1億  606万円
　　　　　　　　　556億1,047万円

令和４年11月定例会かけがわ 市議会だより7



11月定例会における審議結果一覧11月定例会における審議結果一覧11月定例会における審議結果一覧

このたび相次いで発生した職員の不祥事については、市当局が男女共同参画の拡大、ダイバーシティ
を謳い推進している最中の事件であり、極めて憂うべきことと捉えている。
　掛川市議会は、不祥事の再発防止と職員が安心して力を発揮し仕事が出来る職場づくりのため、市当
局に下記の事項に対応をするよう求める決議を行う。

記
１　職員へのアンケート調査の結果を踏まえて、再発防止計画の作成を行い公表すること
２　良好な職場環境をつくり、安心して職務に専念できる体制を整えること
３　不安を抱えている職員の安全安心の確保に努めること

　　　　　令和４年１２月１９日
掛 川 市 議 会　

職員の不祥事への対応に関する決議全会一致で可決

■賛否の分かれた議案（賛成多数可決)　　  ○○賛成　×反対
創世会 新しい風 SKK＊ 共産＊ 共掛＊ 志＊

松
本
　　　
均
＊

安
田

彰

石
川
紀
子

鷲
山
記
世

髙
橋
篤
仁

山
田
浩
司

藤
原
正
光

寺
田
幸
弘

山
本
裕
三

二
村
禮
一

橋
本
勝
弘

松
浦
昌
巳

嶺
岡
慎
悟

藤
澤
恭
子

窪
野
愛
子

山
本
行
男

大
井

正

勝
川
志
保
子

鈴
木
久
裕

富
田
ま
ゆ
み

草
賀
章
𠮷

公の施設の指定管理者の指定について（22世紀の丘
公園）

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

＊議長（松本　均）は、採決には参加しません ＊ SKK▶市民派・公明倶楽部　共産▶日本共産党議員団　共掛▶共に創る掛川　志▶志誠会

議員名

議案名

予

算

令和４年度掛川市一般会計補正予算（第９号）に
ついて
令和４年度掛川市一般会計補正予算（第10号）に
ついて
令和４年度掛川市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）について
令和４年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計
補正予算（第２号）について
令和４年度掛川市介護保険特別会計補正予算
（第２号）について
令和４年度掛川駅周辺施設管理特別会計補正
予算（第１号）について
令和４年度掛川市水道事業会計補正予算（第１
号）について
令和４年度掛川市水道事業会計補正予算（第２
号）について
令和４年度掛川市簡易水道事業会計補正予算
（第２号）について
令和４年度掛川市公共下水道事業会計補正予算
（第２号）について
令和４年度掛川市農業集落排水事業会計補正
予算（第１号）について
令和４年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業
会計補正予算（第１号）について
令和４年度掛川市一般会計補正予算（第11号）に
ついて

そ
の
他

市道掛川高瀬線道路改良工事変更請負契約の
締結について
字の区域の変更について（板沢地区）
字の区域の変更について（高瀬地区）

■全会一致で可決

条

例

掛川市職員の定年延長に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について
掛川市職員の高齢者部分休業に関する条例の
制定について
掛川市職員の定年等に関する条例の一部改正に
ついて
掛川市職員の退職手当に関する条例の一部改正
について
掛川市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正について
掛川市特別職の職員で常勤のものの給料等に
関する条例の一部改正について
掛川市教育長の給与及び勤務時間等に関する
条例の一部改正について
掛川市職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて
掛川市一般職の任期付職員の採用及び給与の
特例に関する条例の一部改正について
掛川市税条例の一部改正について
掛川市介護保険条例の一部改正について

令和４年11月定例会 かけがわ 市議会だより 8



副
市
長
二
人
体
制
の
成
果
と

評
価
は副

市
長
二
人
体
制
に
よ
る
業
務

分
担
の
成
果
と
評
価
に
つ
い
て

伺
う
。

持
ち
味
を
生
か
し
役
割
分
担
と
連
携

を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

髙
栁
副
市
長
は
、
重
要
な
行
政

課
題
に
つ
い
て
、
石
川
副
市
長

は
、
Ｄ
Ｘ
、
働
き
方
改
革
な
ど
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
、
役
割
分
担

と
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

22
世
紀
の
丘
公
園
室
内
施
設
に

木
と
触
れ
合
え
る
構
想
を

現
在
、
再
整
備
計
画
策
定
中
の

22
世
紀
の
丘
公
園
室
内
施
設

に
、
掛
川
ら
し
い
木
の
お
も
ち
ゃ
館

な
ど
木
と
触
れ
合
え
る
構
想
が
考
え

ら
れ
な
い
か
伺
う
。

検
討
結
果
に
よ
り
木
と
触
れ
合
え
る

施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く

現
在
、「
た
ま
り
〜
な
」
の
再

整
備
計
画
を
策
定
中
で
、
室
内

遊
び
場
な
ど
に
改
修
す
る
計
画
に
決

定
し
た
際
に
は
、
木
と
触
れ
合
え
る

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
計
画
の
進
捗

状
況
は交

通
弱
者
へ
の
移
動
手
段
の
確

保
は
、
市
民
意
識
調
査
で
も
満

足
度
が
低
く
優
先
度
が
高
く
な
っ
て

い
て
、
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

策
定
中
の
地
域
公
共
交
通
計
画
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

調
査
結
果
や
実
証
実
験
結
果
を
分
析

し
計
画
に
反
映
す
る

地
域
公
共
交
通
計
画
は
、
令

和
５
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、

現
状
分
析
や
課
題
整
理
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
実
施
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
や
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
結
果
を

分
析
し
、
地
域
公
共
交
通
計
画
に
反

映
し
て
い
き
ま
す
。

寺
田
幸
弘

創
世
会
の
代
表

質
問
は
こ
ち
ら

か
ら

Q

Q

Q AA

A

QQ && AA会派代表質問会派代表質問

2名以上の議員で構成される5つの会派
（創世会、新しい風、日本共産党議員団、
市民派・公明倶楽部、共に創る掛川）代表
が来年度の行政経営方針や予算編成に対す
る市長方針を受け、包括的な視点から代表
質問を行いました。議会でのさまざまな論
議が来年度の市政運営に生かされていくこ
とを期待します。

創 世 会

令和４年11月定例会かけがわ 市議会だより9



市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
何
か

市
長
の
掲
げ
る
「
対
話
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
の
達
成
す
べ
き
ビ
ジ

ョ
ン
を
今
一
度
伺
う
。

多
様
な
市
民
と
の
対
話
と
誰
も
が
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま
ち
の
実
現

「
対
話
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

若
者
や
子
育
て
世
代
の
皆
様
と

も
対
話
で
き
る
機
会
を
設
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
方
が

自
分
ら
し
く
安
心
し
て
、
公
平
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
本
音
の

対
話
を
重
視
し
、
時
代
や
社
会
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、
柔
軟
思

考
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
の
健
全
な

育
成
をみ

ど
り
教
室
の
拡
充
や
子
ど
も

た
ち
の
第
３
の
居
場
所
づ
く
り

な
ど
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
環

境
づ
く
り
の
対
策
を
伺
う
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
伴
走
的
支
援

を
行
う

み
ど
り
教
室
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
よ
り

現
状
で
の
対
応
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
は
、
拡
充
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
令
和
4
年
4
月
か
ら
ひ
き
こ

も
り
対
策
協
議
会
の
意
見
か
ら
生
ま

れ
た
居
場
所「
Ｍ
ｙ
ラ
ボ
」を
開
設
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
い
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
伴
走
的

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

異
常
気
象
な
ど
で
頻
発
す
る

災
害
へ
の
取
り
組
み
は

想
定
が
難
し
い
災
害
へ
の
対
策

の
考
え
方
を
伺
う
。

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
対
策
を
進

め
風
水
害
に
備
え
る

地
震
災
害
に
お
い
て
は
、
県
の

第
４
次
地
震
被
害
想
定
に
よ
り

減
災
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
近

年
の
風
水
害
は
想
定
が
難
し
い
災
害

と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
引
き
続
き
、
市
民

の
命
と
財
産
を
守
る
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
の
両
面
の
対
策
を
進
め
、
風
水
害

に
備
え
て
い
き
ま
す
。

学
童
保
育
は
全
市
的
計
画
を
早
急

に
立
て
需
要
に
見
合
う
措
置
を

児
童
数
の
３
、４
割
が
入
所
を

希
望
す
る
時
代
。
保
育
ニ
ー
ズ

に
見
合
う
新
増
設
や
指
導
員
の
処
遇

改
善
な
ど
の
計
画
を
早
急
に
立
て
、

国
基
準
を
守
っ
た
整
備
が
急
務
で
は

な
い
か
。

学
校
再
編
計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
整
備
計
画
を
策
定
す
る

学
校
再
編
計
画
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
学
校
敷
地
内
へ
の
整

備
を
中
心
に
整
備
手
法
を
検
討
し
、

整
備
計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
運
営
者
に
対
し
て
、

処
遇
改
善
の
支
援
や
支
援
員
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
支
援
を
行

い
、
支
援
員
の
資
質
向
上
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

市
民
が
期
待
す
る
補
聴
器
購

入
助
成
制
度
は
対
象
を
広
く

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
導
入

に
あ
た
り
、
所
得
制
限
を
設
け

ず
対
象
を
広
げ
る
こ
と
は
認
知
症
予

防
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
は
な
い
か
。

専
門
医
な
ど
に
相
談
し
な
が
ら
制
度

を
検
討
し
て
い
る

難
聴
の
早
期
改
善
を
図
る
こ
と

は
、
認
知
症
予
防
の
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
対
象
と
な
る

よ
り
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
制
度

と
な
る
よ
う
、
現
在
、
専
門
医
な
ど

に
相
談
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
ま

す
。市

民
負
担
が
大
き
い
草
刈
り
や
落

ち
葉
処
理
の
在
り
方
見
直
し
を

街
路
樹
、
公
園
、
川
の
法
面
な

ど
の
落
ち
葉
処
理
や
草
刈
り
な

ど
は
、
業
者
へ
の
委
託
管
理
な
ど
を

広
げ
て
、
市
民
負
担
の
軽
減
が
図
れ

な
い
か
。

高
木
樹
木
の
剪
定
と
自
走
式
草
刈
機

の
導
入
に
よ
り
負
担
軽
減
す
る

高
木
樹
木
の
剪
定
に
よ
り
、
落

ち
葉
の
処
理
量
を
減
ら
し
、
収

集
作
業
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

草
刈
り
に
つ
い
て
は
、
自
走
式
草
刈

機
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
負
担
軽
減

の
方
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ
い
て

勝
川
志
保
子

藤
澤
恭
子

日
本
共
産
党
議
員

団
の
代
表
質
問
は

こ
ち
ら
か
ら

新
し
い
風
の
代
表

質
問
は
こ
ち
ら

か
ら

QQ

Q

Q

Q

Q

A

A

A A

AA

新 し い 風

日本共産党議員団
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令
和
３
年
度
の
決
算
審
査
意

見
書
に
お
い
て
監
査
委
員
か

ら
指
摘
さ
れ
た
事
項
へ
の
対

応
状
況
は

令
和
３
年
度
に
発
生
し
た
、
職

員
の
不
適
切
な
行
為
や
事
務
の

防
止
策
と
し
て
、
内
部
統
制
制
度
導

入
が
例
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る

見
解
と
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

内
部
統
制
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
く

市
役
所
業
務
を
阻
害
す
る
リ
ス

ク
管
理
と
し
て
、「
掛
川
市
職

員
行
動
指
針
」
と
、「
再
発
防
止
の
た

め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
職
員
に
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
各
部
署
に
お
い
て
事

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、
適
正
に

業
務
を
遂
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

法
令
を
遵
守
し
、
効
率
的
・
効
果
的

に
、
ま
た
、
公
平
公
正
に
業
務
を
遂

行
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
内
部
統
制
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

か
け
が
わ
報
徳
パ
ワ
ー
（
株
）

に
つ
い
て
は
、
自
社
電
源
の
確

保
に
取
り
組
む
よ
う
提
言
さ
れ
て
い

る
。
自
社
電
源
の
現
状
及
び
今
後
の

具
体
的
な
取
り
組
み
方
策
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

電
力
の
調
達
先
を
増
や
し
今
後
は
地

産
電
源
確
保
を
進
め
る
と
の
こ
と

令
和
４
年
よ
り
市
所
有
の
風
力

発
電
か
ら
電
力
を
調
達
し
て
い

る
ほ
か
、
他
の
地
域
新
電
力
の
廃
棄

物
発
電
の
電
力
を
調
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
確
保
し
た
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源
を
あ
わ
せ
る
と
、
今
年
度
の

供
給
に
占
め
る
こ
れ
ら
電
力
の
比
率

は
約
４
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

供
給
量
に
応
じ
た
地
産
電
源
の
確
保

を
進
め
て
い
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

•

都
市
計
画
と
農
業
振
興
地
域
制
度

に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

•

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
土
地
条
例

に
つ
い
て

庁
内
全
職
員
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
は

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
構
築
に
は
、
市
職

員
が
使
命
感
と
情
熱
を
持
ち
、
技
術

を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
全
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
伺
う
。

研
修
の
実
施
や
実
践
を
通
じ
て
学
べ
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る

全
職
員
を
対
象
に
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
研
修
を
実
施
し
た
ほ

か
、
本
年
度
は
32
の
研
修
コ
ー
ス
を
、

延
べ
１
４
５
人
の
職
員
が
受
講
し
ま

し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
職
員

が
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
に
必
要
な
研

修
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
実
践
を

通
じ
て
学
べ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
が
市
民
に
浸
透
し
な
い

要
因
は

各
地
区
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
設
立
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
市
民
意
識
調

査
の
結
果
で
は
、
未
だ
市
民
に
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
浸
透

し
て
い
な
い
。
そ
の
要
因
を
伺
う
。

協
働
の
取
り
組
み
は
着
実
に
浸
透
し

て
き
て
い
る

各
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
の

取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
、
着
実

に
浸
透
し
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
協
働
の
取
り
組
み

が
広
く
展
開
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
行

い
、
認
知
度
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。地

域
社
会
の
課
題
解
決
を
目

指
す
新
た
な
公
民
連
携
へ
の

取
り
組
み
は

地
域
社
会
の
課
題
解
決
の
た
め

に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
た
が
、
協
働
の
意
義
を
進
化

発
展
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
公
民
連
携

へ
の
取
り
組
み
方
針
を
伺
う
。

新
た
な
ま
ち
の
魅
力
や
地
域
の
価
値

を
共
に
創
り
上
げ
て
い
く

「
掛
川
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
取
り
組
み
の
よ
う
に
、
多

様
な
主
体
の
強
み
を
活
か
し
、
実
践
的

な
取
り
組
み
の
展
開
に
よ
り
、
新
た
な

ま
ち
の
魅
力
や
地
域
の
価
値
を
共
に
創

り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

窪
野
愛
子

鈴
木
久
裕

共
に
創
る
掛
川

の
代
表
質
問
は

こ
ち
ら
か
ら

市
民
派
・
公
明
倶

楽
部
の
代
表
質
問

は
こ
ち
ら
か
ら

Q

QQ

Q Q

A

A

A

AA

市民派・公明倶楽部

共に創る掛川
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避
難
者
の
こ
と
を
考
え
た
津
波
避

難
タ
ワ
ー
や
施
設
の
改
善
を

今
後
の
海
岸
線
の
発
展
を
踏
ま
え
、

滞
留
旅
客
の

安
全
避
難
や
地
域
の

高
齢
者
避
難
を
考

え
、
避
難
施
設
の
見

直
し
が
必
要
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

引
き
続
き
民
間
企
業
な
ど
と
協
定

の
締
結
を
進
め
て
い
く

津
波
避
難
に
つ
い
て
は
、
避
難
が
間

に
合
わ
な
い
場
合
な
ど
の
緊
急
避

難
施
設
と
し
て
、
３
箇
所
の
津
波
避
難
タ

ワ
ー
と
、
協
定
を
締
結
し
た
17
箇
所
の
民

間
企
業
な
ど
の
津
波
避
難
施
設
が
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
民
間
企
業
な
ど
と
協
定

の
締
結
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
将
来
、
海

岸
線
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
が
進
ん
で
い
く
中
で
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
滞
留
旅
客
な
ど

に
つ
い
て
も
同
様
な
周
知
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
が
増
加
し
、
既
存

施
設
で
は
対
応
で
き
ず
、
新
た
な
施
設
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
景
観
展
望
機

能
も
併
せ
持
っ
た
複
合
的
な
避
難
施
設
を

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

シ
ニ
ア
世
代
が
地
域
や
経
済
に
お

い
て
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
を

高
齢
者
の
能
力
を
活
か
し
た
地
域

の
た
め
の
新
し
い
雇
用
を
生
み
出

す
よ
う
な
、
地
域
関
係
者
と
協
働
で
包
括

的
な
支
援
体
制
を
つ
く
る
仕
組
み
は
で
き

な
い
か
伺
う
。

シ
ニ
ア
世
代
の
能
力
や
技
術
を
生

か
せ
る
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
く

本
市
に
は
高
齢
者
が
得
意
な
作
業

な
ど
を
生
か
せ
る
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
、
企
業
の
課
題
と

人
材
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
「
中
東
遠
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
の

で
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

シ
ニ
ア
世
代
の
能
力
や
技
術
を
生
か
せ
る

場
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
未
熟
児
養
育
を
含
め
た
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

権
限
移
譲
の
成
果
と
課
題
は

地
方
分
権
が
求
め
ら
れ
る
主
な
理
由

は
、「
地
域
の
実
情
に
即
し
た
政
策

展
開
と
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
」、「
住
民
の
参
画
と
政
策
決
定
の
関
与

を
可
能
と
す
る
た
め
」、

「
受
益
と
負
担
の
関

係
が
明
確
に
な
る
た

め
」
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
る
。権
限
移
譲
の

こ
れ
ま
で
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

利
便
性
が
向
上
し
た
事
務
が
あ
る

一
方
で
課
題
も
残
っ
て
い
る

令
和
４
年
10
月
１
日
現
在
、

９
６
６
件
の
事
務
に
つ
い
て
権
限

移
譲
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
パ

ス
ポ
ー
ト
の
交
付
な
ど
は
、
各
種
手
続
き

や
相
談
が
身
近
な
市
役
所
で
可
能
に
な
っ

た
こ
と
で
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。
一

方
で
、年
間
取
扱
件
数
が
少
な
い
事
務
は
、

専
門
知
識
や
事
務
処
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
が
難
し
く
事
務
執
行
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
改
善

を
「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
は
地

方
分
権
改
革
の
視
点
か
ら
改
善
の

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。優

良
農
地
を
確
保
し
つ
つ
基
礎
調

査
に
基
づ
き
計
画
を
策
定
す
る

第
５
次
地
方
分
権
一
括
法
に
お
い

て
、
農
地
法
及
び
農
振
法
の
改
正

が
行
わ
れ
、
一
部
の
許
可
で
権
限
移
譲

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
権
限
移
譲
を
受
け

よ
う
と
す
る
市
町
村
は
、
優
良
農
地
確

保
の
目
標
設
定
な
ど
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
計
画
の
策
定
で
は
、

優
良
農
地
の
確
保
を
し
つ
つ
、
基
礎
調

査
に
基
づ
き
地
域
の
実
情
を
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
に
関
す
る
個
別
の
案
件
は
、

制
度
上
の
要
件
な
ど
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

創
世
会

藤
原
正
光

新
し
い
風

橋
本
勝
弘

藤
原
議
員
の
一
般
質
問

は
こ
ち
ら
か
ら

橋
本
議
員
の
一
般
質
問

は
こ
ち
ら
か
ら

Q

Q

Q

Q

A

A

災害時に避難施設となる
他市のサッカー場

A

A
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

通
行
不
能
が
確
認
で
き
た
道
路
を
、

い
か
に
早
く
市
民
に
伝
え
る
か
で

二
次
災
害
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

通
行
不
能
な
道
路
の
情
報
を
お
知

ら
せ
す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く

浸
水
し
た
道
路
や
土
砂
災
害
に
よ

り
通
行
で
き
な
い
状
況
を
市
民
に

周
知
す
る
こ
と
は
、
二
次
災
害
防
止
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
き
な

災
害
ほ
ど
、
対
応
に
時
間
と
人
員
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
台
風
15
号
を
教
訓
に
、

通
行
不
能
な
道
路
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

道
路
の
冠
水
情
報
に
つ
い
て
、
観
測
シ
ス

テ
ム
を
市
内
に
設
置
し
て
監
視
で
き
る
よ

う
に
今
年
度
準
備
を
進
め
、
観
測
デ
ー
タ

の
活
用
に
つ
い
て
、
市
民
へ
周
知
し
て
い

き
ま
す
。

地
域
医
療
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実

を
超
高
齢
社
会

に
向
け
、
移

動
手
段
が
い
ら
な

い
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
推
進
が
必
要

と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

医
師
会
と
協
議
し
な
が
ら
Ｄ
Ｘ
化

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ス
の
活
用
が
重
要
に

な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
既
に
、
有
用
性

が
高
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
対

象
者
の
状
況
の
把
握
の
仕
方
や
症
状
悪
化

時
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
、
運
用
に
あ

た
っ
て
体
制
を
整
え
る
べ
き
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
多
く
の
方
が
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
活
用
で
き
る
た
め
に
は
、

医
療
体
制
の
中
で
基
盤
整
備
や
ソ
フ
ト
的

な
支
援
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
市

で
は
現
在
、
小
笠
医
師
会
と
協
議
し
な
が

ら
Ｄ
Ｘ
化
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
応
を

学
校
が
抱
え
る
諸
課
題
の
一
つ
と
し

て
、
学
校
施

設
の
老
朽
化
が
考

え
ら
れ
る
。
今
後
、

学
校
施
設
の
老
朽

化
に
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
見
直

し
を
行
う
予
定
で
あ
る

本
市
の
学
校
施
設
は
、
７
割
以
上

の
建
物
が
建
設
後
30
年
を
超
え
て

い
ま
す
。
耐
震
改
修
は
全
て
の
校
舎
で
終

了
し
、
地
震
災
害
に
対
す
る
安
全
性
は

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
施
設
の
老
朽
化

や
機
能
低
下
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
学
校
再
編
計
画
の
策
定

に
合
わ
せ
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
度
と

再
編
時
期
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
学

校
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し
を
行

う
予
定
で
す
。
見
直
し
で
は
、
既
存
校
舎

の
改
修
時
期
や
大
規
模
改
修
を
含
む
抜

本
的
な
対
策
な
ど
の
方
針
を
定
め
、
学

校
施
設
の
長
期
的
な
安
全
確
保
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

創
業
支
援
の
た
め
に
助
成
金
を

令
和
５
年
度
掛
川
市
行
政
経
営
方
針

の
産
業
・
経
済
分
野
で
は
、「
未
来

に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま
ち
掛
川
」

に
向
け
て
、
創
業
支
援
を
位
置
づ
け
て
い

る
。
創
業
支
援
の
た
め
、
助
成
金
を
出
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

現
在
の
支
援
策
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い

本
市
で
は
、
中
心
市
街
地
な
ど
へ

の
開
店
支
援
事
業
と
し
て
「
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
応
援
補
助
金
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
で
は
、「
地

域
創
生
起
業
支
援
金
」
の
ほ
か
、
専
門

家
派
遣
事
業
な
ど
が
あ
り
、
国
で
は
、
会

社
な
ど
の
登
録
免
許
税
額
の
減
免
制
度
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
支
援
策
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

創
世
会

山
田
浩
司

創
世
会

髙
橋
篤
仁

髙
橋
議
員
の
一
般
質
問

は
こ
ち
ら
か
ら

山
田
議
員
の
一
般
質
問

は
こ
ち
ら
か
ら

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
で

財
政
健
全
化
を
図
る
べ
き
で
は

自
治
体
の
財
源
確
保
と
地
域
課
題
解

決
に
向
け
た
企
業
と
の
連
携
を
強
化

し
、
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
推
進
の
た

め
、
現
在
実
施
の
２
事
業
以
外
に
も
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
を
増
や
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

掛
川
市
な
ら
で
は
の
事
業
を
幅
広

く
検
討
し
て
い
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
資
す
る
事
業

や
、
企
業
の
人
材
育
成
を
応
援
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
、
市
民
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
事
業
な
ど
、
掛
川

市
な
ら
で
は
の
事
業
を
幅
広
く
検
討
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
に
は
、

民
間
企
業
の
専
門
的
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
で
き
る
、
人
材
派
遣
型
の
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

防
災
力
強
化
に
は
市
内
自
治
会
・

ま
ち
協
同
士
の
協
力
体
制
作
り
が

有
効
で
は

単
独
の
自
主
防
災
会
だ
け
で
は
対

応
が
難
し
い
事
例
の
増
加
が
予
測

さ
れ
る
中
、
自
治
会
同
士
が
お
互
い
に

助
け
合
う
「
姉
妹
自
治

会
協
定
」
や
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
単
位
の

連
携
推
進
が
有
効
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
自
主
防
災

会
の
連
携
支
援
に
取
り
組
む

災
害
時
に
は
、
備
蓄
品
を
融
通
し

合
う
な
ど
、
自
主
防
災
会
同
士
が

連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
性
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。「
津
波
・
防
災
に
関
す
る
勉

強
会
」
に
お
い
て
も
、
３
地
区
が
共
同

で
開
催
す
る
な
ど
、
平
常
時
に
お
け
る

防
災
の
連
携
事
例
も
あ
り
ま
す
。
災
害

時
に
は
、
平
常
時
か
ら
の
連
携
が
活
か

さ
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
や
自
主
防
災
会
の
連
携
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

掛
川
に
仕
事
を
創
り
、
脱
炭
素
に

も
貢
献
す
る
事
業
に
支
援
を

市
民
や
企
業
が
積
極
的
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置

で
き
る
よ
う
、
助
成

制
度
の
拡
充
と
普
及

の
啓
発
活
動
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

助
成
拡
充
を
検
討
す
る
と
と
も
に

蓄
電
池
に
重
点
を
お
く

本
市
で
は
、
戸
建
住
宅
へ
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
設
置
の
助
成
を
し
て
き

て
お
り
、
こ
の
結
果
、
戸
建
て
住
宅
へ
の

設
置
は
４
千
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
昨
今

は
、
多
く
の
新
築
住
宅
で
太
陽
光
パ
ネ
ル

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
既
存
住
宅

へ
の
助
成
の
み
と
し
て
い
ま
す
。
助
成
拡

充
を
検
討
し
、
今
後
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を

貯
め
て
、
賢
く
使
う
蓄
電
池
な
ど
に
重
点

を
お
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

台
風　

号
の
経
験
を
検
証
し
、

教
訓
を
生
か
し
た
対
策
を

障
が
い
者
や
足
腰
の
弱
っ
た
お
年
寄

り
の
い
る
家
庭
か
ら
、
避
難
警
報
が

出
る
前
か
ら
、
付
き
添
い
者
と
一
緒
に
寝
泊

ま
り
で
き
る
避
難
所
を
希
望
す
る
声
が
あ

る
。福
祉
避
難
所
な
ど
の
規
定
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

避
難
指
示
発
令
前
の
地
域
の
避
難

所
開
設
の
協
力
を
お
願
い
す
る

台
風
15
号
に
お
い
て
、
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
る
前
に
、
地
域
の
避

難
所
を
開
設
し
た
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。

毎
回
、
警
報
発
表
段
階
で
地
域
の
避
難

所
を
開
設
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
地
域
の
立
地
条
件
や
要
配
慮
者

の
状
況
に
よ
り
、
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ

る
前
に
地
域
の
避
難
所
開
設
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
で

過
ご
す
こ
と
は
環
境
的
に
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
自
宅
で
の
避
難
が
困
難
な
場
合
は
、

親
戚
や
知
人
宅
な
ど
へ
の
事
前
避
難
の
周

知
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
行
政
経
営
方
針
の
環
境
分
野
の
施
策

目
標
達
成
の
た
め
に

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

日
本
共
産
党

議
員
団

大
井
　
正

富
田
議
員
の
一
般
質
問

は
こ
ち
ら
か
ら

大
井
議
員
の
一
般
質
問

は
こ
ち
ら
か
ら

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
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市
民
の
草
刈
り
の
ニ
ー
ズ
に
対
す

る
対
応
策
を

全
29
回
の
地
区
集
会
で
草
刈
り
の
要

望
は
11
地
区
と
最
多
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、

今
後
の
草
刈

り
の
ニ
ー
ズ

に
対
す
る
対

応
策
を
伺

う
。草

刈
り
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

で
き
る
よ
う
な
方
策
を
進
め
る

草
刈
り
な
ど
の
愛
護
活
動
に
参
加

す
る
方
の
高
齢
化
や
、
参
加
者
の

減
少
に
よ
り
、
活
動
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
の
お
話
が
あ
り
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

本
市
で
雇
用
す
る
草
刈
作
業
員
を
増
員

し
、
危
険
箇
所
は
、
建
設
業
者
な
ど
に
委

託
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
自
走
式
草
刈
機
の
導
入
な
ど
に

よ
り
、
地
域
の
草
刈
り
の
負
担
が
少
し
で

も
軽
減
で
き
る
よ
う
な
方
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

市
民
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

超
少
子
高
齢
化
や
、
定
年
延
長
、

共
働
き
世
代
の
増
加
で
草
刈
り
の

担
い
手
は
減
少
し
て
い
る
。
担
い
手
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
地
域
協
働
環
境
整
備
事

業
費
（
地
区
要
望
）
を
手
押
し
式
の
草
刈

り
機
な
ど
の
購
入
補
助
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
伺
う
。

関
係
機
関
と
協
力
し
有
効
策
を
考

え
て
い
く

地
域
協
働
環
境
整
備
事
業
は
、
基

本
的
に
本
市
の
管
理
す
る
道
路
や

河
川
な
ど
の
改
良
や
修
繕
を
目
的
と
し

た
事
業
で
あ
り
、
交
通
事
故
や
災
害
へ
対

応
す
る
た
め
の
工
事
の
実
施
や
材
料
を

支
給
す
る
た
め
の
予
算
を
確
保
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
草
刈
り
の
問
題

は
、
本
市
の
中
で
も
大
き
な
課
題
の
一
つ

で
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て

有
効
策
を
考
え
、
地
域
の
負
担
軽
減
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

創
世
会

山
本
裕
三

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
の
活
用
を

市
民
が
主
役
の
掛
川
市
と
な
る
た

め
に
、
市
民
活
動
や
市
の
情
報
な

ど
を
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
を
活
用
し
て

配
信
す
る
こ
と

で
、「
手
の
ひ
ら

市
役
所
」
と
合
わ

せ
て
「
お
茶
の
間

市
役
所
」と
な
り
、

よ
り
身
近
な
掛
川

市
と
な
る
と
思
う

が
、見
解
を
伺
う
。

令
和
５
年
１
月
実
施
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
る

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
活
用
は
、

市
民
が
自
分
の
生
活
に
あ
っ
た
情

報
取
得
手
段
を
選
べ
る
と
い
う
点
で
と
て

も
良
い
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ

放
送
活
用
に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初
か
ら

検
討
し
て
お
り
、
令
和
５
年
１
月
実
施

に
向
け
て
テ
ス
ト
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
本
格
実
施
の
際
に
は
、
広
報
紙
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
市
民
に
周
知
し
、
活
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
情
報
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

二
酸
化
炭
素
削
減
の
た
め
公
共
交

通
の
利
用
推
進
を

温
暖
化
対
策
や
二
酸
化
炭
素
削
減

の
観
点
か
ら
、
乗
用
車
の
使
用
を

減
ら
す
た
め
に
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用

を
推
進
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を

伺
う
。

公
共
交
通
の
利
用
推
進
を
図
る

自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転

換
を
図
る
こ
と
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
削
減
に
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
た

め
、
公
共
交
通
の
利
用
を
推
進
す
る
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市
は
、
自
家
用

車
の
依
存
度
が
非
常
に
高
く
、
公
共
交

通
へ
の
転
換
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
り
、

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
削
減
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
移
住
定
住
策
に
つ
い
て

新
し
い
風

松
浦
昌
巳

山
本
議
員
の
一
般
質
問

は
こ
ち
ら
か
ら

松
浦
議
員
の
一
般
質
問

は
こ
ち
ら
か
ら

Q

Q

A

A

Q

Q

A

A
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